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平
成
29
年
『
夏
だ
よ
り
』

　
酷
暑
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
昨
秋
の
知
事
選
挙
か
ら
早
１
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
粉
骨
砕
身
、
職
責
を

　
７
月
18
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

に
て
、
国
民
体
育
大
会
内
定
書
を
日

本
体
育
協
会
長
か
ら
受
領
し
て
き
た
。

（
開
催
５
年
前
の
時
点
で
内
定
書
、

３
年
前
に
な
っ
て
初
め
て
決
定
書
が

交
付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
）

　
国
体
開
催
は
今
年
は
愛
媛
、
来
年

は
福
井
、
そ
し
て
茨
城
、
鹿
児
島
、

三
重
、
栃
木
と
な
り
、
２
０
２
５
年

に
青
森
、
２
０
２
８
年
に
群
馬
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

国
体
施
設
工
事
本
格
化

　
ま
た
こ
の
日
（
７
月
18
日
）
は
、

午
前
中
に
武
道
館
（
柔
道
・
剣
道
・

弓
道
）
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
一
足

早
く
５
月
29
日
に
は
、
新
ス
タ
ジ
ア

ム
が
起
工
し
て
い
る
。

　
新
体
育
館
と
プ
ー
ル
や
県
営
本
球

場
（
野
球
）
も
必
要
な
手
続
き
や
工

事
が
進
ん
で
い
る
。

　
国
体
開
催
の
１
年
前
に
は
プ
レ
国

体
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
競
技
施
設

の
整
備
を
終
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

東
京
２
０
２
０
年

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　
　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
３
年
後
（
国
体
は
５
年
後
）
に
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
う
べ
く
、
新
体
育
館
と
プ
ー

ル
を
除
き
、
前
倒
し
で
整
備
を
進
め

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
来
年
は
栃
木
県
と
し
て
、
聖
火
リ

レ
ー
の
県
内
ル
ー
ト
の
検
討
も
開
始

す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
で
は
、
各

県
１
日
か
ら
２
日
程
度
、
走
者
１
０

０
名
、
１
人
２
０
０
㍍
、
合
計
20
㎞
。

目
抜
き
通
り
以
外
は
自
動
車
を
利
用

す
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
来
年

に
は
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
早
期
に

開
示
さ
れ
る
予
定
だ
。

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
国
の
登
録
を
受
け
、
協
議
を
進

め
て
い
る
。
首
都
ブ
タ
ペ
ス
ト
で
世

界
水
球
選
手
権
２
０
１
７
が
先
ご
ろ

開
催
さ
れ
た
国
で
あ
る
。
人
口
は
１

千
万
人
弱
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

な
国
で
あ
る
。
１
昨
年
の
北
京
世
界

陸
上
の
際
に
は
宇
都
宮
市
で
キ
ャ
ン

プ
の
受
け
入
れ
実
績
が
あ
る
。

　
な
る
べ
く
早
く
覚
書
の
締
結
へ
と

進
め
、
そ
の
上
で
受
け
入
れ
態
勢
の

整
備
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

な
ど
の
計
画
を
立
て
た
い
。

技
能
五
輪
・

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

Ｄ
Ｃ
本
番

　
い
よ
い
よ
11
月
に
は
技
能
五
輪

（
23
歳
以
下
の
青
年
・
42
競
技
）
・

障
害
者
の
技
能
大
会
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
15
歳
以
上
・
22
競
技
）
の
日
本

一
を
決
め
る
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

　
来
春
に
は
、
Ｄ
Ｃ
（
Ｊ
Ｒ
６
社
が

連
携
し
て
取
り
組
む
、
国
内
最
大
級

の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
本
番
も
迎

え
る
。

　
い
ず
れ
も
成
功
を
収
め
、
栃
木
の

魅
力
・
実
力
を
国
内
外
に
示
す
絶
好

の
機
会
と
と
ら
え
充
分
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

栃木の魅力発信の絶好の機会

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
|
1
|
12

　
電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
５
月
21
日
の
陽
と
紘
子
の
結
婚

式
に
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
越
し

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
多
く
の
皆
様
か
ら
温

か
い
お
心
遣
い
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

何
か
と
未
熟
な
２
人
で
す
の
で
今

後
と
も
温
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
を

宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
夫
は
結
婚
が
決

ま
っ
た
当
初
は
、

「
皆
さ
ん
に
迷
惑

を
か
け
る
か
ら
」

と
、
若
い
２
人
で

相
談
し
な
が
ら
思

う
よ
う
な
結
婚
式
を
挙
げ
れ
ば
良

い
と
考
え
て
い
た
が
、
ほ
ど
な
く
、

私
た
ち
夫
婦
が
長
年
お
世
話
に
な

っ
て
き
た
皆
様
に
『
息
子
が
結
婚

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
』
と
お

披
露
目
す
る
場
で
も
あ
る
と
考
え
、

人
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
１
部
の

皆
様
で
は
あ
る
が
、
改
め
て
ご
出

席
を
お
願
い
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
が
家
に
来
る
お

客
さ
ま
に
よ
く
「
物
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
ね
」
と
言
わ
れ
る
。
夫
に
は

年
明
け
早
々
、
２
階
の
息
子
２
人

の
物
置
と
化
し
て
い
る
部
屋
を
何

と
か
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
。
壁

を
取
り
払
っ
て
オ
ー
プ
ン
で
使
い

た
い
と
の
こ
と
。
３

月
の
お
彼
岸
過
ぎ
ま

で
待
っ
て
！
５
月
の

結
婚
式
が
終
わ
る
ま

で
待
っ
て
！
と
延
ば

し
に
延
ば
し
て
、
７

月
に
や
っ
と
工
事
が

始
ま
っ
た
。
必
要
と

思
わ
れ
る
荷
物
は
持

ち
出
し
た
が
、
残
り

は
不
用
品
回
収
業
者
に
出
し
た
。

　
工
事
が
終
わ
り
広
々
と
し
た
部

屋
を
見
た
時
、
何
か
余
分
な
も
の

が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
よ
う
な
す
っ

き
り
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。
残

し
た
荷
物
も
今
度
は
も
っ
と
思
い

切
っ
て
捨
て
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
６
月
11
日
（
日
）
、
爽
や
か
な

晴
天
の
も
と
、
１
０
０
名
の
参
加

者
は
大
型
バ
ス
3
台
に
分
乗
し
、

　
福
田
事
務
所

に
８
年
間
勤
務

し
て
く
れ
た
福
田
祥
子
さ
ん
が
家
庭

の
事
情
で
３
月
末
日
を
も
っ
て
退
職

し
ま
し
た
。後
を
引
き
継
い
だ
綾
香

も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、不

慣
れ
で
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
が

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、陽
、紘

子
と
協
力
し
て
事
務
所
を
盛
り
立
て

て
参
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
同
様
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

１
号
車
の
皆
さ
ん
と

２
号
車
の
皆
さ
ん
と

３
号
車
の
皆
さ
ん
と

両
家
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る
知
事

全
う
し
、
県
勢
発
展
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

全
国
知
事
会
議

　
７
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
、
全
国

知
事
会
議
が
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
、

「
孤
立
社
会
か
ら
共
生
社
会
へ
|
地

方
か
ら
日
本
を
変
え
る
|
」
を
テ
ー

マ
に
、
復
興
や
地
方
創
生
の
実
現
な

ど
議
論
を
行
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

後
被
災
地
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　
私
か
ら
は
防
災
に
関
連
し
、
那
須

雪
崩
事
故
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
自

然
災
害
や
大
規
模
な
事
故
に
つ
い
て
、

原
因
や
対
応
方
法
等
の
情
報
を
全
国

で
共
有
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い

て
提
案
し
た
。

　
国
の
進
め
る
森
林
環
境
税（
仮
称
）

は
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
資
す
る

た
め
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
く
べ
き
こ
と
を

求
め
た
。

　
ま
た
地
方
創
生
に
関
し
て
は
、
地

方
の
活
力
や
国
際
競
争
力
を
高
め
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、

高
校
生
や
大
学
生
の
留
学
支
援
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
さ
ら
に
、
社
会
保
障
常
任
委
員
長

と
し
て
、
福
祉
人
材
確
保
の
た
め
の

特
別
決
議
を
と
り
ま
と
め
た
。

　
余
談
に
な
る
が
、
全
国
知
事
会
議

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
栃
木
県
知
事
も

出
て
い
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
東
北
・
関
東
な
ど
ブ
ロ
ッ
ク
別

で
時
計
回
り
に
座
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
東
京
・
群
馬
・
栃
木
・
茨

城
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
の
順
に

な
る
が
、
茨
城
・
埼
玉
両
県
は
副
会

長
の
た
め
正
面
の
席
に
な
る
。
東
京

都
知
事
を
中
心
に
栃
木
も
画
面
に
登

場
す
る
確
率
が
高
く
な
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
２
月
26
日
、
恒
例
の
『
ゆ
り
の

会
新
年
会
』
が
、
ホ
テ
ル
東
日
本

宇
都
宮
を
会
場
に
３
０
０
名
の
晴

ゆ
り
の
会
新
年
会

陽
く
ん
と
紘
子
さ
ん
結
婚

晴
れ
や
か
な
装
い
の
皆
様
と

戦
場
ヶ
原 

小
田
代
ヶ
原

　
　
　ハ
イ
キ
ン
グ

爽
や
か
な
晴
天
の
も
と

れ
や
か
な
装
い
の
皆
様
を
お
迎
え

し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
公
務
の
た
め
福
田
知
事
不
在
で

開
会
し
た
が
、
来
賓
の
船
田
元
先

生
や
高
橋
克
法
先
生
、
佐
藤
栄
一

市
長
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

乾
杯
後
の
余
興
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
愛
好
会
の
皆
様
（
上
記
写
真
）

が
〝
ウ
ア
ノ
ホ
ア
ウ
ア
ク
パ
〞

〝
ヒ
イ
ラ
ベ
〞〝
白
い
ブ
ラ
ン
コ
〞

の
3
曲
を
ご
披
露
下
さ
り
、
華
や

か
な
ド
レ
ス
を
身
に
纏
っ
た
愛
好

会
の
皆
様
の
優
美
な
フ
ラ
ダ
ン
ス

に
、
会
場
全
体
が
柔
ら
か
で
優
し

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　
１
時
間
半
遅
れ
で
知
事
が
到
着

す
る
と
、
会
場
か
ら
一
斉
に
拍
手

が
起
き
、
ほ
っ
と
し
た
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。
そ
の
後
も
テ
ー
ブ
ル

ご
と
に
知
事
と
夫
人
を
囲
ん
で
の

第
77
回

国
民
体
育
大
会
内
定

写
真
撮
影
や
抽
選
会
な
ど
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
、
終
始
和
や
か
な

う
ち
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
福
田
知
事
の
二
男
で
後
援
会
事

務
所
勤
務
の
陽
（
あ
き
ら
）
は
、

日
光
の
戦
場
ヶ
原
・
小
田
代
ヶ
原

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
発
し
た
。

　
奥
日
光
湯
元
駐
車
場
で
バ
ス
を

降
り
、
湯
の
湖
か
ら
出
発
。
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
ほ
と
ん
ど
な
い
湖
畔

を
半
周
し
、
湯
滝
を
経
て
湯
川
沿

い
に
、
ゆ
る
や
か
な
下
り
と
平
坦

な
道
を
進
み
、
小
滝
を
通
り
、
泉

門
池
で
昼
食
。
そ
の
後
、
戦
場
ヶ

原
と
小
田
代
ヶ
原
の
二
つ
の
コ
ー

ス
に
別
れ
て
目
的
地
の
赤
沼
茶
屋

を
目
指
し
た
。

　
小
田
代
ヶ
原
の
コ
ー
ス
で
は
、

木
道
を
し
ば
ら
く
歩
く
と
視
界
が

開
け
、
眩
し
い
日
差
し
の
中
で
白

樺
の
〝
貴
婦
人
〞
が
堂
々
と
美
し

い
姿
を
現
し
、
感
動
を
呼
び
起
こ

し
な
が
ら
私
た
ち
の
目
を
存
分
に

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　
万
緑
豊
か
な
美
し
い
自
然
に
囲

ま
れ
て
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
あ
っ
た

が
、
集
合
時
間
に
30
分
以
上
も
遅

れ
て
し
ま
い
、
先
に
到
着
し
た
皆

様
を
お
待
た
せ
し
て
し
ま
っ
た
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

懲
り
ず
に
、
来
年
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

か
ね
て
よ
り
交
際
し
て
い
た
市
村

紘
子
さ
ん
と
４
月
29
日
、
紘
子
さ

ん
の
29
歳
の
誕
生
日
に
婚
姻
届
を

提
出
。
５
月
21
日
午
後
、
多
く
の

皆
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
宇
都

宮
市
内
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
ハ

レ
の
こ
の
日
の
知
事
は
普
段
と
は

違
い
、
一
人
の
父
親
と
し
て
、
少

し
緊
張
気
味
で
感
慨
深
い
様
子
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。

2017年 下半期の行事予定

ゆりの会新年会
　　　　　　　日時：2018年２月18日（日）
　　　　　　　　　：11時～14時
　　　　　　　場所：ホテル東日本
　　　　　　　会費：5,000円

知事と語る会
　　　　　　　日時：11月頃
　　　　　　　場所：未定
※日時・場所等、決まり次第お知らせ致します。

もちつき大会
　　　　　　　日時：12月３日（日）
　　　　　　　　　：11時～13時
　　　　　　　場所：今宮１丁目公園
　　　　　　　会費：大人300円
　　　　　　　　　：子供100円

（女性のみ）

文化講演会のお知らせ
講 師：杉山芙沙子 さん

演 題：『人の可能性を伸ばす
　　　　 10の黄金法則』
日 時：９月12日（火）
　　　 午後６時30分 開会
場 所：宇都宮グランドホテル
入場料：1,000円

（元プロテニスプレイヤー杉山愛さんのお母様）

※チケットご希望の方は事務所までご連絡下さい。
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た
。
地
元
が
磨
き
上
げ
た
栃
木
の

魅
力
を
し
っ
か
り
伝
え
、
Ｄ
Ｃ
本

番
に
つ
な
げ
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

そ
の
後
、
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

や
県
内
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
武
鉄

道
の
駅
長
や
現
場
責
任
者
ら
も
集

合
、
会
場
全
体
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

し
機
運
を
盛
り
上
げ
た（
上
写
真
）。

　
４
月
18
日
、
宇
都
宮
市
の
ホ
テ

ル
で
国
内
外
の
旅
行
会
社
の
担
当

者
約
７
０
０
人
を
招
待
し
、
Ｄ
Ｃ

全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
を
開
催
。

　
福
田
知
事
は
全
体
会
議
で
「
世

界
遺
産
の
日
光
の
社
寺
を
は
じ
め
、

県
内
に
は
本
物
の
観
光
資
材
が
数

多
く
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
花
や

食
、
温
泉
な
ど
の
各
テ
ー
マ
ご
と

に
県
内
の
観
光
関
係
者
ら
が
魅
力

を
伝
え
た
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
、
全
国
知
事
会
議
が
東
京
都

内
で
開
か
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
選

で
京
都
府
の
山
田
啓
二
知
事
の
４
選
が
決

　
来
年
４
〜
６
月
に
本
県
で
開
催

さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
大
型
観

光
企
画
「
本
物
の
出
会
い
栃
木
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
Ｄ
Ｃ
）
」
を
前
に
、
６
月
末

社
会
保
障
制
度
で
け
ん
制

◇
１
月
４
日
　
幹
部
職
員
に
年
頭
訓
示
／

「
地
方
創
生
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
全
力

で
取
り
組
む
。
先
頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
」

◇
１
月
14
日
「
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」

開
所
／
結
婚
へ
の
出
会
い
を
県
が
創
出
。

◇
１
月
18
日
　
都
内
で
船
村
徹
さ
ん
の
文
化

勲
章
を
祝
う
会
／
「
こ
れ
か
ら

も
国
民
の
応
援
歌
を
作
り
続
け

て
下
さ
い
」
と
祝
辞
を
贈
る
。

◇
１
月
21
日
　
三
越
日
本
橋
本
店

「
日
本
橋
い
ち
ご
パ
ー
ク
」
で

県
産
い
ち
ご
摘
み
取
り
し
Ｐ
Ｒ
。

◇
２
月
３
日
　
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
で
「
第
66
回
関
東

　
東
海
花
の
展
覧
会
」
開
幕
／

開
場
式
で
主
催
者
代
表
し
挨
拶
。

◇
２
月
23
日
　
都
内
で
船
村
徹
さ

ん
告
別
式
／
知
事
が
弔
辞
で
「
栃
木
を
愛

し
て
い
た
だ
い
た
」
と
別
れ
を
惜
し
む
。

◇
２
月
26
日
　
小
川
湯
津
上
バ
イ
パ
ス
開
通

／
「
よ
り
一
層
、
観
光
交
流
や
地
域
振
興

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
く
と
期
待
す
る
」

◇
３
月
18
日
　
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
で
プ
レ
Ｄ
Ｃ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
レ
モ
ニ
ー
／

「
本
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
栃
木
に
ぜ
ひ
お

越
し
を
」
と
呼
び
掛
け
る
。

◇
３
月
31
日
　
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス「
ツ
ー

ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
」
開
幕

◇
４
月
３
日
　
県
庁
で
新
採
用
職
員
に
訓
示

／
「
人
が
喜
ぶ
姿
思
い
仕
事
し
て
」

◇
４
月
20
日
　
春
の
園
遊
会
出
席

◇
４
月
21
日
　
東
武
日
光
駅
で
新
型
特
急
リ

バ
テ
ィ
出
発
式
（
上
記
写
真
）

◇
５
月
15
日
　
関
西
栃
木
県
人
会
出
席
／

「
ふ
る
さ
と
栃
木
の
応
援
団
に
感
謝
」

◇
５
月
29
日
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
新
ス

タ
ジ
ア
ム
起
工
式
／
「
本
県
選
手
が
活
躍

す
る
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
を
期
待
」

◇
６
月
５
日
　
独
協
医
大
で
講
義
／
「
常
に

力
出
し
切
っ
て
」
と
知
事

◇
６
月
17
日
　
神
宮
球
場
で
ヤ
ク
ル
ト
戦
本

県
冠
試
合
／
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
栃
木
の
魅
力
を
発
信
す
る
。

◇
６
月
28
日
　
塩
谷
町
で
鹿
沼
・
日
光
・
塩

谷
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
長
会
議
／
行

政
課
題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

全
国
知
事
会
議

知
事
と
地
域
の
課
題
を
探
る

交
付
税
抑
制
論
に
く
ぎ

関
東
地
方
知
事
会
議

「選ばれるとちぎ」へ
地
域
の
魅
力 

県
全
体
で
発
信

栃
木
の
観
光 
さ
ら
に
磨
き
を

プ
レ
Ｄ
Ｃ
ス
タ
ー
ト

台
湾
高
雄
市
と
覚
書
締
結

東奔西走の日々東奔西走の日々

船村徹さんを偲び、追悼の言葉を述べる福田知事＝13日午後

ま
っ
た
。
会
長
の
任
期
は
２
年
。

　
福
田
知
事
は
、
知
事
会
の
社
会
保
障
常

任
委
員
長
と
し
て
政
府
の
社
会
保
障
制
度

改
革
の
動
き
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
の

中
で
、
政
府
が
２
０
１
９
年
10
月
に
予
定

し
て
い
る
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

を
前
提
に
都
道
府
県
が
主
体
と
な
る
国
民

健
康
保
険
へ
の
財
政
支
援
を
拡
充
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
け
ん
制
し
、
「
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
府

は
責
任
を
持
っ
て
実
行
す
る
よ
う
も
と
め

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
10
都
県
で
構
成
す
る
関
東
地
方
知
事
会

議
（
会
長
・
大
沢
正
明
群
馬
県
知
事
）
が

４
月
21
日
　
東
武
日
光
駅
で
新
型
特
急
リ
バ
テ
ィ

出
発
式
／
「
栃
木
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
発
信
の
絶
好

の
機
会
、
県
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と

福
田
知
事
（
左
）

覚
書
締
結
の
調
印
式
に
臨
む
福
田
知

事（
左
）と
陳
市
長
＝
17
日
午
前

「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
益
子
」

数
々
の
曲
か
ら
生
き
る
針
路

「
船
村
徹
氏
を
偲
ぶ
会
」に
１
５
０
０
人
参
列

　
福
田
富
一
知
事
は
２
月

15
日
、
五
月
女
県
議
会
議

長
や
北
村
県
商
工
会
議
所

連
合
会
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
県
経
済
団
体
関
係
者

ら
と
と
も
に
台
湾
を
訪
問
。

「
栃
木
県
と
高
雄
市
と
の

経
済
や
教
育
分
野
に
お
け

る
友
好
協
力
に
関
す
る
覚

書
」
を
締
結
す
る
と
と
も

に
、
日
本
台
湾
交
流
協
会

や
亜
東
関
係
協
会
な
ど
関

係
機
関
を
訪
問
。
交
流
促

進
や
観
光
誘
客
、
本
県
産

品
の
輸
入
規
制
解
除
や
販

路
開
拓
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
で
行
わ
れ
る
１
年
前
イ
ベ
ン
ト

「
プ
レ
Ｄ
Ｃ
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
４
月
８
日
、
宇
都

宮
市
江
野
町
の
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ

ア
で
開
か
れ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
福
田
知
事
は

「
来
年
の
Ｄ
Ｃ
を
大
成
功
さ
せ
る

べ
く
、
期
間
中
に
栃
木
の
観
光
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
国
内
外
の

お
客
さ
ま
に
、
ま
た
来
て
み
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
強
化
す
る
」
と
力
強
く
宣

言
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
阪
本
未
来
子

大
宮
支
社
長
は
、
プ
レ
Ｄ
Ｃ
期
間

中
に
県
内
に
臨
時
列
車
や
イ
ベ
ン

ト
列
車
を
約
70
本
走
ら
せ
る
と
し
、

「
イ
ベ
ン
ト
列
車
な
ど
楽
し
い
と

思
え
る
企
画
を
た
く
さ
ん
用
意
し

全国知事会社会保障常任委員長として
　経過を報告する福田知事＝14日午後

　
２
月
に
84
歳
で
亡
く
な
っ
た
塩
谷
町
出

身
の
作
曲
家
、
船
村
徹
さ
ん
を
追
悼
し
、

県
民
挙
げ
て
功
績
を
た
た
え
る
「
船
村
徹

氏
を
偲
ぶ
会
」
が
６
月
13
日
、
宇
都
宮
市

の
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
遺

福田知事から「県スポーツ功労賞」の
賞状とトロフィーを受けた田臥勇太選手
（中央）と渡辺裕規選手（右）

族
や
関
係
者
、
フ
ァ
ン
ら
約
１
５
０
０
人

が
参
加
し
た
。

　
船
村
さ
ん
は
１
９
３
２
年
６
月
12
日
、

船
生
町
（
現
塩
谷
町
）
に
生
ま
れ
、
旧
制

今
市
中
（
現
今
市
高
）
を
経
て
、
東
洋
音

楽
学
校
（
現
東
京
音
楽
大
）
に
入
学
。
55

年
発
売
の
「
別
れ
の
一
本
杉
」
が
ヒ
ッ
ト

し
、
そ
の
後
も「
王
将
」「
矢
切
の
渡
し
」

な
ど
数
多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み
出
し
た
。

95
年
に
は
紫
綬
褒
章
を
受
章
。
２
０
１
４

年
に
は
名
誉
県
民
と
な
り
、
昨
秋
に
文
化

勲
章
を
受
章
し
た
。

　
偲
ぶ
会
は
県
が
主
催
。
挨
拶
に
立
っ
た

福
田
知
事
は
「
数
々
の
曲
か
ら
生
き
る
針

路
と
元
気
を
も
ら
っ
た
。
作
曲
活
動
以
外

で
も
『
山
の
日
』
提
唱
な
ど
の
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
」
と
功
績
を
た
た
え
た
。

　
遺
族
や
関
係
者
ら
参
加
者
が
順
に
献
花

し
た
あ
と
、
門
下
生
の
歌
手
が
船
村
さ
ん

が
作
曲
し
た
歌
を
披
露
し
た
。

全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議

ブ
レ
ッ
ク
ス
に
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
福
田
知
事
と
県
民
が
県
政
の
課
題
な
ど

を
話
し
合
う
「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ

元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
益
子
」
が
６
月
10
日
、

益
子
町
益
子
の
町
中
央
公
民
館
で
町
民
ら

71
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

　
福
田
知
事
が
県
政
運
営
に
つ
い
て
説
明

し
た
後
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
関
心
の
高

か
っ
た
医
療
福
祉
、
環
境
の
テ
ー
マ
を
中

心
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
介
護
従
事
者
が
不
足
し
て
い
る
と
の
指

摘
に
は
、
「
参
入
促
進
、
資
質
向
上
、
離

職
防
止
、
処
遇
の
改
善
で
人
材
確
保
に
努

め
て
い
る
。
本
年
度
か
ら
事
業
所
の
人
材

育
成
、
人
材
の
定
着
に
向
け
た
県
独
自
の

認
証
評
価
制
度
を
導
入
し
て
や
る
気
が
高

　
覚
書
の
調
印
式
は
17
日
、

高
雄
市
政
府
鳳
山
行
政
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
福
田

知
事
は
「
観
光
、
経
済
、

教
育
な
ど
の
分
野
で
高
雄

市
民
、
栃
木
県
民
が
主
体

と
な
っ
た
交
流
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
尽
力
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
陳
市
長
も

「
栃
木
県
と
高
雄
市
は
産

業
面
で
共
通
点
が
多
く
、

航
空
宇
宙
、
精
密
機
械
な

ど
の
分
野
で
連
携
を
深
め

る
と
と
も
に
、
教
育
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
も

活
発
な
交
流
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

福
田
知
事
ら
訪
米
し 

本
県
の
魅
力
を
紹
介

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
日
米
協
会
主
催
の
年
次

晩
さ
ん
会
で
基
調
講
演
し
、本
県
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
福
田
知
事
＝
22
日

　
福
田
知
事
や
小
林
県
議
会
議
長
ら
本
県

訪
米
団
は
６
月
18
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

に
到
着
し
、
全
米
最
大
規
模
の
対
米
投
資

促
進
イ
ベ
ン
ト
「
セ
レ
ク
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
」
に

参
加
し
た
。
福
田
知
事
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

州
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
経

済
開
発
公
社
の
カ
イ
・
チ
ャ
ッ
ク
担
当
課

長
や
ク
ロ
ー
フ
ォ
ー
ズ
ビ
ル
市
の
市
長
ら

と
意
見
交
換
し
た
。
日
本
や
韓
国
、
台
湾

か
ら
の
参
加
者
を
対
象
に
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
も
出
席
し
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
担

当
者
や
韓
国
、
台
湾
の
企
業
と
経
済
交
流

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
20
日
に
は
、
佐
々
江
賢
一
郎
駐
米
大
使

の
公
邸
で
ロ
ス
米
商
務
長
官
と
面
会
し
た
。

　
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
22
日
、
１
月
に

就
任
し
た
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ル
コ
ム
州
知
事

ら
と
会
談
し
、
今
後
の
経
済
交
流
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
昨
年
の
同

州
建
州
２
０
０
年
へ
の
祝
意
を
伝
え
た
。

　
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
日
米
協
会
主
催
の
年
次

晩
さ
ん
会
で
基
調
講
演
を
行
い
、
同
協
会

か
ら
「
ブ
リ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
・
ア
ワ
ー
ド
（
友
好
の
懸
け
橋
賞
）」

が
授
与
さ
れ
た
。
晩
さ
ん
会
は
現
地
の
企

業
代
表
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
リ
ー
ダ
ー

が
一
堂
に
集
う
地
域
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
今
回
は
６
０
０
人
が
参
加
。
福
田
知

事
は
本
県
の
立
地
概
要
や
産
業
、
農
産
物

な
ど
を
紹
介
し
た
上
で
、
「
来
日
し
た
際

は
ぜ
ひ
本
県
に
来
て
も
ら
い
、
観
光
や
食

を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
本
県
初
の
同
州
進
出
企
業
な
ど
を
訪
問

し
、
一
行
は
24
日
午
後
に
帰
国
し
た
。

　
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
リ
ー
グ
初

代
王
者
に
輝
い
た
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
優

勝
記
念
パ
レ
ー
ド
が
６
月
３
日
、
県
庁
と

宇
都
宮
市
役
所
を
結
ぶ
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

約
１
㌔
で
行
わ
れ
、
フ
ァ
ン
ら
３
万
人
が

県
都
に
凱
旋
し
た
選
手
ら
を
祝
福
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
後
、
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
で

行
わ
れ
た
報
告
会
で
知
事
特
別
表
彰
の
県

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
贈
っ
た
福
田
知
事
は

「
Ｂ
リ
ー
グ
初
代
王
者
は
２
０
０
万
県
民

の
誇
り
。
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
皆
さ
ん
、
毎
試

合
ア
リ
ー
ナ
を
埋
め
尽
く
し
た
イ
エ
ロ
ー

軍
団
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
感
動
を
あ
り

が
と
う
」
と
偉
業
を
た
た
え
た
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
初
開
催

　
３
月
31
日
か
ら
４
月
２
日
の
３
日
間
で

県
内
18
市
町
３
２
０
㌔
を
走
破
す
る
初
開

催
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
ツ
ー
ル
・

ド
・
と
ち
ぎ
」
が
、
国
内
外
14
チ
ー
ム
81

人
が
出
場
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
ス
テ
ー
ジ
は
日
光
市
か
ら
足
利
市

ま
で
の
１
１
５
㌔
。
第
２
ス
テ
ー
ジ
は
茂

木
町
か
ら
那
須
町
の
１
０
２
・
３
㌔
。
最

終
日
の
第
３
ス
テ
ー
ジ
は
矢
板
市
か
ら
宇

都
宮
市
ま
で
の
１
０
３
・
５
㌔
で
争
わ
れ

た
。
県
内
全
域
の
公
道
を
コ
ー
ス
と
し
た

本
格
的
な
ラ
イ
ン
レ
ー
ス
。
県
内
の
主
要

観
光
地
を
結
び
、
自
転
車
先
進
県
と
し
て

の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
好
成
績
を
収
め
た
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ

ン
の
清
水
監
督
や
選
手
ら
が
10
日
、
大
会

名
誉
会
長
を
務
め
た
福
田
知
事
を
表
敬
訪

問
、「
コ
ー
ス
は
変
化
に
富
ん
で
い
て
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
の
醍
醐
味
が
あ
り
、
走
り
や
す

く
良
い
大
会
だ
っ
た
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。
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|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

５
月
24
日
、
都
内
で
開
か
れ
、
国
へ
の
施

策
や
予
算
に
関
す
る
要
望
・
提
案
な
ど
12

項
目
を
決
め
た
。

　
12
項
目
の
う
ち
10
都
県
共
同
提
案
の
地

方
分
権
改
革
の
推
進
で
は
、
地
方
の
基
金

増
加
傾
向
を
受
け
て
政
府
が
地
方
交
付
税

の
配
分
抑
制
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
「
短
期
的
な
積
立
金
の
増
減
に
よ

る
安
易
な
歳
出
削
減
の
議
論
は
行
わ
な
い

こ
と
」
と
く
ぎ
を
刺
し
た
。

　
福
田
知
事
は
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

へ
の
支
援
な
ど
を
求
め
て
了
承
さ
れ
た
。

「
補
助
金
は
要
望
に
対
し
６
割
程
度
」
と

述
べ
、
被
害
の
拡
大
に
補
助
金
が
追
い
つ

か
ず
十
分
な
対
策
が
実
施
で
き
な
い
状
況

か
ら
、
補
助
金
の
増
額
や
情
報
通
信
技
術

な
ど
を
活
用
し
た
安
価
で
利
用
し
や
す
い

技
術
の
構
築
を
求
め
た
。
　

ま
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
な
ど
と

述
べ
た
。

とちぎ元気フォーラムで県政運営について
説明する福田知事＝10日午後
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た
。
地
元
が
磨
き
上
げ
た
栃
木
の

魅
力
を
し
っ
か
り
伝
え
、
Ｄ
Ｃ
本

番
に
つ
な
げ
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

そ
の
後
、
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

や
県
内
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
武
鉄

道
の
駅
長
や
現
場
責
任
者
ら
も
集

合
、
会
場
全
体
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

し
機
運
を
盛
り
上
げ
た（
上
写
真
）。

　
４
月
18
日
、
宇
都
宮
市
の
ホ
テ

ル
で
国
内
外
の
旅
行
会
社
の
担
当

者
約
７
０
０
人
を
招
待
し
、
Ｄ
Ｃ

全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
を
開
催
。

　
福
田
知
事
は
全
体
会
議
で
「
世

界
遺
産
の
日
光
の
社
寺
を
は
じ
め
、

県
内
に
は
本
物
の
観
光
資
材
が
数

多
く
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
花
や

食
、
温
泉
な
ど
の
各
テ
ー
マ
ご
と

に
県
内
の
観
光
関
係
者
ら
が
魅
力

を
伝
え
た
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
、
全
国
知
事
会
議
が
東
京
都

内
で
開
か
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
選

で
京
都
府
の
山
田
啓
二
知
事
の
４
選
が
決

　
来
年
４
〜
６
月
に
本
県
で
開
催

さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
大
型
観

光
企
画
「
本
物
の
出
会
い
栃
木
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
Ｄ
Ｃ
）
」
を
前
に
、
６
月
末

社
会
保
障
制
度
で
け
ん
制

◇
１
月
４
日
　
幹
部
職
員
に
年
頭
訓
示
／

「
地
方
創
生
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
全
力

で
取
り
組
む
。
先
頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
」

◇
１
月
14
日
「
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」

開
所
／
結
婚
へ
の
出
会
い
を
県
が
創
出
。

◇
１
月
18
日
　
都
内
で
船
村
徹
さ
ん
の
文
化

勲
章
を
祝
う
会
／
「
こ
れ
か
ら

も
国
民
の
応
援
歌
を
作
り
続
け

て
下
さ
い
」
と
祝
辞
を
贈
る
。

◇
１
月
21
日
　
三
越
日
本
橋
本
店

「
日
本
橋
い
ち
ご
パ
ー
ク
」
で

県
産
い
ち
ご
摘
み
取
り
し
Ｐ
Ｒ
。

◇
２
月
３
日
　
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
で
「
第
66
回
関
東

　
東
海
花
の
展
覧
会
」
開
幕
／

開
場
式
で
主
催
者
代
表
し
挨
拶
。

◇
２
月
23
日
　
都
内
で
船
村
徹
さ

ん
告
別
式
／
知
事
が
弔
辞
で
「
栃
木
を
愛

し
て
い
た
だ
い
た
」
と
別
れ
を
惜
し
む
。

◇
２
月
26
日
　
小
川
湯
津
上
バ
イ
パ
ス
開
通

／
「
よ
り
一
層
、
観
光
交
流
や
地
域
振
興

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
く
と
期
待
す
る
」

◇
３
月
18
日
　
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
で
プ
レ
Ｄ
Ｃ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
レ
モ
ニ
ー
／

「
本
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
栃
木
に
ぜ
ひ
お

越
し
を
」
と
呼
び
掛
け
る
。

◇
３
月
31
日
　
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス「
ツ
ー

ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
」
開
幕

◇
４
月
３
日
　
県
庁
で
新
採
用
職
員
に
訓
示

／
「
人
が
喜
ぶ
姿
思
い
仕
事
し
て
」

◇
４
月
20
日
　
春
の
園
遊
会
出
席

◇
４
月
21
日
　
東
武
日
光
駅
で
新
型
特
急
リ

バ
テ
ィ
出
発
式
（
上
記
写
真
）

◇
５
月
15
日
　
関
西
栃
木
県
人
会
出
席
／

「
ふ
る
さ
と
栃
木
の
応
援
団
に
感
謝
」

◇
５
月
29
日
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
新
ス

タ
ジ
ア
ム
起
工
式
／
「
本
県
選
手
が
活
躍

す
る
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
を
期
待
」

◇
６
月
５
日
　
独
協
医
大
で
講
義
／
「
常
に

力
出
し
切
っ
て
」
と
知
事

◇
６
月
17
日
　
神
宮
球
場
で
ヤ
ク
ル
ト
戦
本

県
冠
試
合
／
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
栃
木
の
魅
力
を
発
信
す
る
。

◇
６
月
28
日
　
塩
谷
町
で
鹿
沼
・
日
光
・
塩

谷
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
長
会
議
／
行

政
課
題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

全
国
知
事
会
議

知
事
と
地
域
の
課
題
を
探
る

交
付
税
抑
制
論
に
く
ぎ

関
東
地
方
知
事
会
議

「選ばれるとちぎ」へ
地
域
の
魅
力 

県
全
体
で
発
信

栃
木
の
観
光 

さ
ら
に
磨
き
を

プ
レ
Ｄ
Ｃ
ス
タ
ー
ト

台
湾
高
雄
市
と
覚
書
締
結

東奔西走の日々東奔西走の日々

船村徹さんを偲び、追悼の言葉を述べる福田知事＝13日午後

ま
っ
た
。
会
長
の
任
期
は
２
年
。

　
福
田
知
事
は
、
知
事
会
の
社
会
保
障
常

任
委
員
長
と
し
て
政
府
の
社
会
保
障
制
度

改
革
の
動
き
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
の

中
で
、
政
府
が
２
０
１
９
年
10
月
に
予
定

し
て
い
る
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

を
前
提
に
都
道
府
県
が
主
体
と
な
る
国
民

健
康
保
険
へ
の
財
政
支
援
を
拡
充
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
け
ん
制
し
、
「
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
府

は
責
任
を
持
っ
て
実
行
す
る
よ
う
も
と
め

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
10
都
県
で
構
成
す
る
関
東
地
方
知
事
会

議
（
会
長
・
大
沢
正
明
群
馬
県
知
事
）
が

４
月
21
日
　
東
武
日
光
駅
で
新
型
特
急
リ
バ
テ
ィ

出
発
式
／
「
栃
木
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
発
信
の
絶
好

の
機
会
、
県
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と

福
田
知
事
（
左
）

覚
書
締
結
の
調
印
式
に
臨
む
福
田
知

事（
左
）と
陳
市
長
＝
17
日
午
前

「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
益
子
」

数
々
の
曲
か
ら
生
き
る
針
路

「
船
村
徹
氏
を
偲
ぶ
会
」に
１
５
０
０
人
参
列

　
福
田
富
一
知
事
は
２
月

15
日
、
五
月
女
県
議
会
議

長
や
北
村
県
商
工
会
議
所

連
合
会
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
県
経
済
団
体
関
係
者

ら
と
と
も
に
台
湾
を
訪
問
。

「
栃
木
県
と
高
雄
市
と
の

経
済
や
教
育
分
野
に
お
け

る
友
好
協
力
に
関
す
る
覚

書
」
を
締
結
す
る
と
と
も

に
、
日
本
台
湾
交
流
協
会

や
亜
東
関
係
協
会
な
ど
関

係
機
関
を
訪
問
。
交
流
促

進
や
観
光
誘
客
、
本
県
産

品
の
輸
入
規
制
解
除
や
販

路
開
拓
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
で
行
わ
れ
る
１
年
前
イ
ベ
ン
ト

「
プ
レ
Ｄ
Ｃ
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
４
月
８
日
、
宇
都

宮
市
江
野
町
の
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ

ア
で
開
か
れ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
福
田
知
事
は

「
来
年
の
Ｄ
Ｃ
を
大
成
功
さ
せ
る

べ
く
、
期
間
中
に
栃
木
の
観
光
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
国
内
外
の

お
客
さ
ま
に
、
ま
た
来
て
み
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
強
化
す
る
」
と
力
強
く
宣

言
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
阪
本
未
来
子

大
宮
支
社
長
は
、
プ
レ
Ｄ
Ｃ
期
間

中
に
県
内
に
臨
時
列
車
や
イ
ベ
ン

ト
列
車
を
約
70
本
走
ら
せ
る
と
し
、

「
イ
ベ
ン
ト
列
車
な
ど
楽
し
い
と

思
え
る
企
画
を
た
く
さ
ん
用
意
し

全国知事会社会保障常任委員長として
　経過を報告する福田知事＝14日午後

　
２
月
に
84
歳
で
亡
く
な
っ
た
塩
谷
町
出

身
の
作
曲
家
、
船
村
徹
さ
ん
を
追
悼
し
、

県
民
挙
げ
て
功
績
を
た
た
え
る
「
船
村
徹

氏
を
偲
ぶ
会
」
が
６
月
13
日
、
宇
都
宮
市

の
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
遺

福田知事から「県スポーツ功労賞」の
賞状とトロフィーを受けた田臥勇太選手
（中央）と渡辺裕規選手（右）

族
や
関
係
者
、
フ
ァ
ン
ら
約
１
５
０
０
人

が
参
加
し
た
。

　
船
村
さ
ん
は
１
９
３
２
年
６
月
12
日
、

船
生
町
（
現
塩
谷
町
）
に
生
ま
れ
、
旧
制

今
市
中
（
現
今
市
高
）
を
経
て
、
東
洋
音

楽
学
校
（
現
東
京
音
楽
大
）
に
入
学
。
55

年
発
売
の
「
別
れ
の
一
本
杉
」
が
ヒ
ッ
ト

し
、
そ
の
後
も「
王
将
」「
矢
切
の
渡
し
」

な
ど
数
多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み
出
し
た
。

95
年
に
は
紫
綬
褒
章
を
受
章
。
２
０
１
４

年
に
は
名
誉
県
民
と
な
り
、
昨
秋
に
文
化

勲
章
を
受
章
し
た
。

　
偲
ぶ
会
は
県
が
主
催
。
挨
拶
に
立
っ
た

福
田
知
事
は
「
数
々
の
曲
か
ら
生
き
る
針

路
と
元
気
を
も
ら
っ
た
。
作
曲
活
動
以
外

で
も
『
山
の
日
』
提
唱
な
ど
の
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
」
と
功
績
を
た
た
え
た
。

　
遺
族
や
関
係
者
ら
参
加
者
が
順
に
献
花

し
た
あ
と
、
門
下
生
の
歌
手
が
船
村
さ
ん

が
作
曲
し
た
歌
を
披
露
し
た
。

全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議

ブ
レ
ッ
ク
ス
に
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
福
田
知
事
と
県
民
が
県
政
の
課
題
な
ど

を
話
し
合
う
「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ

元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
益
子
」
が
６
月
10
日
、

益
子
町
益
子
の
町
中
央
公
民
館
で
町
民
ら

71
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

　
福
田
知
事
が
県
政
運
営
に
つ
い
て
説
明

し
た
後
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
関
心
の
高

か
っ
た
医
療
福
祉
、
環
境
の
テ
ー
マ
を
中

心
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
介
護
従
事
者
が
不
足
し
て
い
る
と
の
指

摘
に
は
、
「
参
入
促
進
、
資
質
向
上
、
離

職
防
止
、
処
遇
の
改
善
で
人
材
確
保
に
努

め
て
い
る
。
本
年
度
か
ら
事
業
所
の
人
材

育
成
、
人
材
の
定
着
に
向
け
た
県
独
自
の

認
証
評
価
制
度
を
導
入
し
て
や
る
気
が
高

　
覚
書
の
調
印
式
は
17
日
、

高
雄
市
政
府
鳳
山
行
政
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
福
田

知
事
は
「
観
光
、
経
済
、

教
育
な
ど
の
分
野
で
高
雄

市
民
、
栃
木
県
民
が
主
体

と
な
っ
た
交
流
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
尽
力
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
陳
市
長
も

「
栃
木
県
と
高
雄
市
は
産

業
面
で
共
通
点
が
多
く
、

航
空
宇
宙
、
精
密
機
械
な

ど
の
分
野
で
連
携
を
深
め

る
と
と
も
に
、
教
育
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
も

活
発
な
交
流
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

福
田
知
事
ら
訪
米
し 

本
県
の
魅
力
を
紹
介

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
日
米
協
会
主
催
の
年
次

晩
さ
ん
会
で
基
調
講
演
し
、本
県
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
福
田
知
事
＝
22
日

　
福
田
知
事
や
小
林
県
議
会
議
長
ら
本
県

訪
米
団
は
６
月
18
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

に
到
着
し
、
全
米
最
大
規
模
の
対
米
投
資

促
進
イ
ベ
ン
ト
「
セ
レ
ク
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
」
に

参
加
し
た
。
福
田
知
事
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

州
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
経

済
開
発
公
社
の
カ
イ
・
チ
ャ
ッ
ク
担
当
課

長
や
ク
ロ
ー
フ
ォ
ー
ズ
ビ
ル
市
の
市
長
ら

と
意
見
交
換
し
た
。
日
本
や
韓
国
、
台
湾

か
ら
の
参
加
者
を
対
象
に
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
も
出
席
し
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
担

当
者
や
韓
国
、
台
湾
の
企
業
と
経
済
交
流

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
20
日
に
は
、
佐
々
江
賢
一
郎
駐
米
大
使

の
公
邸
で
ロ
ス
米
商
務
長
官
と
面
会
し
た
。

　
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
22
日
、
１
月
に

就
任
し
た
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ル
コ
ム
州
知
事

ら
と
会
談
し
、
今
後
の
経
済
交
流
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
昨
年
の
同

州
建
州
２
０
０
年
へ
の
祝
意
を
伝
え
た
。

　
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
日
米
協
会
主
催
の
年
次

晩
さ
ん
会
で
基
調
講
演
を
行
い
、
同
協
会

か
ら
「
ブ
リ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
・
ア
ワ
ー
ド
（
友
好
の
懸
け
橋
賞
）」

が
授
与
さ
れ
た
。
晩
さ
ん
会
は
現
地
の
企

業
代
表
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
リ
ー
ダ
ー

が
一
堂
に
集
う
地
域
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
今
回
は
６
０
０
人
が
参
加
。
福
田
知

事
は
本
県
の
立
地
概
要
や
産
業
、
農
産
物

な
ど
を
紹
介
し
た
上
で
、
「
来
日
し
た
際

は
ぜ
ひ
本
県
に
来
て
も
ら
い
、
観
光
や
食

を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
本
県
初
の
同
州
進
出
企
業
な
ど
を
訪
問

し
、
一
行
は
24
日
午
後
に
帰
国
し
た
。

　
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
リ
ー
グ
初

代
王
者
に
輝
い
た
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
優

勝
記
念
パ
レ
ー
ド
が
６
月
３
日
、
県
庁
と

宇
都
宮
市
役
所
を
結
ぶ
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

約
１
㌔
で
行
わ
れ
、
フ
ァ
ン
ら
３
万
人
が

県
都
に
凱
旋
し
た
選
手
ら
を
祝
福
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
後
、
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
で

行
わ
れ
た
報
告
会
で
知
事
特
別
表
彰
の
県

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
贈
っ
た
福
田
知
事
は

「
Ｂ
リ
ー
グ
初
代
王
者
は
２
０
０
万
県
民

の
誇
り
。
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
皆
さ
ん
、
毎
試

合
ア
リ
ー
ナ
を
埋
め
尽
く
し
た
イ
エ
ロ
ー

軍
団
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
感
動
を
あ
り

が
と
う
」
と
偉
業
を
た
た
え
た
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
初
開
催

　
３
月
31
日
か
ら
４
月
２
日
の
３
日
間
で

県
内
18
市
町
３
２
０
㌔
を
走
破
す
る
初
開

催
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
ツ
ー
ル
・

ド
・
と
ち
ぎ
」
が
、
国
内
外
14
チ
ー
ム
81

人
が
出
場
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
ス
テ
ー
ジ
は
日
光
市
か
ら
足
利
市

ま
で
の
１
１
５
㌔
。
第
２
ス
テ
ー
ジ
は
茂

木
町
か
ら
那
須
町
の
１
０
２
・
３
㌔
。
最

終
日
の
第
３
ス
テ
ー
ジ
は
矢
板
市
か
ら
宇

都
宮
市
ま
で
の
１
０
３
・
５
㌔
で
争
わ
れ

た
。
県
内
全
域
の
公
道
を
コ
ー
ス
と
し
た

本
格
的
な
ラ
イ
ン
レ
ー
ス
。
県
内
の
主
要

観
光
地
を
結
び
、
自
転
車
先
進
県
と
し
て

の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
好
成
績
を
収
め
た
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ

ン
の
清
水
監
督
や
選
手
ら
が
10
日
、
大
会

名
誉
会
長
を
務
め
た
福
田
知
事
を
表
敬
訪

問
、「
コ
ー
ス
は
変
化
に
富
ん
で
い
て
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
の
醍
醐
味
が
あ
り
、
走
り
や
す

く
良
い
大
会
だ
っ
た
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。
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|
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|
|
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|
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|
|
|
|
|
|
|
|

５
月
24
日
、
都
内
で
開
か
れ
、
国
へ
の
施

策
や
予
算
に
関
す
る
要
望
・
提
案
な
ど
12

項
目
を
決
め
た
。

　
12
項
目
の
う
ち
10
都
県
共
同
提
案
の
地

方
分
権
改
革
の
推
進
で
は
、
地
方
の
基
金

増
加
傾
向
を
受
け
て
政
府
が
地
方
交
付
税

の
配
分
抑
制
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
「
短
期
的
な
積
立
金
の
増
減
に
よ

る
安
易
な
歳
出
削
減
の
議
論
は
行
わ
な
い

こ
と
」
と
く
ぎ
を
刺
し
た
。

　
福
田
知
事
は
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

へ
の
支
援
な
ど
を
求
め
て
了
承
さ
れ
た
。

「
補
助
金
は
要
望
に
対
し
６
割
程
度
」
と

述
べ
、
被
害
の
拡
大
に
補
助
金
が
追
い
つ

か
ず
十
分
な
対
策
が
実
施
で
き
な
い
状
況

か
ら
、
補
助
金
の
増
額
や
情
報
通
信
技
術

な
ど
を
活
用
し
た
安
価
で
利
用
し
や
す
い

技
術
の
構
築
を
求
め
た
。
　

ま
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
な
ど
と

述
べ
た
。

とちぎ元気フォーラムで県政運営について
説明する福田知事＝10日午後
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平
成
29
年
『
夏
だ
よ
り
』

　
酷
暑
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
昨
秋
の
知
事
選
挙
か
ら
早
１
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
粉
骨
砕
身
、
職
責
を

　
７
月
18
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

に
て
、
国
民
体
育
大
会
内
定
書
を
日

本
体
育
協
会
長
か
ら
受
領
し
て
き
た
。

（
開
催
５
年
前
の
時
点
で
内
定
書
、

３
年
前
に
な
っ
て
初
め
て
決
定
書
が

交
付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
）

　
国
体
開
催
は
今
年
は
愛
媛
、
来
年

は
福
井
、
そ
し
て
茨
城
、
鹿
児
島
、

三
重
、
栃
木
と
な
り
、
２
０
２
５
年

に
青
森
、
２
０
２
８
年
に
群
馬
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

国
体
施
設
工
事
本
格
化

　
ま
た
こ
の
日
（
７
月
18
日
）
は
、

午
前
中
に
武
道
館
（
柔
道
・
剣
道
・

弓
道
）
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
一
足

早
く
５
月
29
日
に
は
、
新
ス
タ
ジ
ア

ム
が
起
工
し
て
い
る
。

　
新
体
育
館
と
プ
ー
ル
や
県
営
本
球

場
（
野
球
）
も
必
要
な
手
続
き
や
工

事
が
進
ん
で
い
る
。

　
国
体
開
催
の
１
年
前
に
は
プ
レ
国

体
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
競
技
施
設

の
整
備
を
終
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

東
京
２
０
２
０
年

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　
　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
３
年
後
（
国
体
は
５
年
後
）
に
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
う
べ
く
、
新
体
育
館
と
プ
ー

ル
を
除
き
、
前
倒
し
で
整
備
を
進
め

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
来
年
は
栃
木
県
と
し
て
、
聖
火
リ

レ
ー
の
県
内
ル
ー
ト
の
検
討
も
開
始

す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
で
は
、
各

県
１
日
か
ら
２
日
程
度
、
走
者
１
０

０
名
、
１
人
２
０
０
㍍
、
合
計
20
㎞
。

目
抜
き
通
り
以
外
は
自
動
車
を
利
用

す
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
来
年

に
は
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
早
期
に

開
示
さ
れ
る
予
定
だ
。

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
国
の
登
録
を
受
け
、
協
議
を
進

め
て
い
る
。
首
都
ブ
タ
ペ
ス
ト
で
世

界
水
球
選
手
権
２
０
１
７
が
先
ご
ろ

開
催
さ
れ
た
国
で
あ
る
。
人
口
は
１

千
万
人
弱
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

な
国
で
あ
る
。
１
昨
年
の
北
京
世
界

陸
上
の
際
に
は
宇
都
宮
市
で
キ
ャ
ン

プ
の
受
け
入
れ
実
績
が
あ
る
。

　
な
る
べ
く
早
く
覚
書
の
締
結
へ
と

進
め
、
そ
の
上
で
受
け
入
れ
態
勢
の

整
備
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

な
ど
の
計
画
を
立
て
た
い
。

技
能
五
輪
・

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

Ｄ
Ｃ
本
番

　
い
よ
い
よ
11
月
に
は
技
能
五
輪

（
23
歳
以
下
の
青
年
・
42
競
技
）
・

障
害
者
の
技
能
大
会
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
15
歳
以
上
・
22
競
技
）
の
日
本

一
を
決
め
る
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

　
来
春
に
は
、
Ｄ
Ｃ
（
Ｊ
Ｒ
６
社
が

連
携
し
て
取
り
組
む
、
国
内
最
大
級

の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
本
番
も
迎

え
る
。

　
い
ず
れ
も
成
功
を
収
め
、
栃
木
の

魅
力
・
実
力
を
国
内
外
に
示
す
絶
好

の
機
会
と
と
ら
え
充
分
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

栃木の魅力発信の絶好の機会

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
|
1
|
12

　
電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
５
月
21
日
の
陽
と
紘
子
の
結
婚

式
に
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
越
し

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
多
く
の
皆
様
か
ら
温

か
い
お
心
遣
い
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

何
か
と
未
熟
な
２
人
で
す
の
で
今

後
と
も
温
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
を

宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
夫
は
結
婚
が
決

ま
っ
た
当
初
は
、

「
皆
さ
ん
に
迷
惑

を
か
け
る
か
ら
」

と
、
若
い
２
人
で

相
談
し
な
が
ら
思

う
よ
う
な
結
婚
式
を
挙
げ
れ
ば
良

い
と
考
え
て
い
た
が
、
ほ
ど
な
く
、

私
た
ち
夫
婦
が
長
年
お
世
話
に
な

っ
て
き
た
皆
様
に
『
息
子
が
結
婚

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
』
と
お

披
露
目
す
る
場
で
も
あ
る
と
考
え
、

人
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
１
部
の

皆
様
で
は
あ
る
が
、
改
め
て
ご
出

席
を
お
願
い
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
が
家
に
来
る
お

客
さ
ま
に
よ
く
「
物
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
ね
」
と
言
わ
れ
る
。
夫
に
は

年
明
け
早
々
、
２
階
の
息
子
２
人

の
物
置
と
化
し
て
い
る
部
屋
を
何

と
か
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
。
壁

を
取
り
払
っ
て
オ
ー
プ
ン
で
使
い

た
い
と
の
こ
と
。
３

月
の
お
彼
岸
過
ぎ
ま

で
待
っ
て
！
５
月
の

結
婚
式
が
終
わ
る
ま

で
待
っ
て
！
と
延
ば

し
に
延
ば
し
て
、
７

月
に
や
っ
と
工
事
が

始
ま
っ
た
。
必
要
と

思
わ
れ
る
荷
物
は
持

ち
出
し
た
が
、
残
り

は
不
用
品
回
収
業
者
に
出
し
た
。

　
工
事
が
終
わ
り
広
々
と
し
た
部

屋
を
見
た
時
、
何
か
余
分
な
も
の

が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
よ
う
な
す
っ

き
り
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。
残

し
た
荷
物
も
今
度
は
も
っ
と
思
い

切
っ
て
捨
て
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
６
月
11
日
（
日
）
、
爽
や
か
な

晴
天
の
も
と
、
１
０
０
名
の
参
加

者
は
大
型
バ
ス
3
台
に
分
乗
し
、

　
福
田
事
務
所

に
８
年
間
勤
務

し
て
く
れ
た
福
田
祥
子
さ
ん
が
家
庭

の
事
情
で
３
月
末
日
を
も
っ
て
退
職

し
ま
し
た
。後
を
引
き
継
い
だ
綾
香

も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、不

慣
れ
で
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
が

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、陽
、紘

子
と
協
力
し
て
事
務
所
を
盛
り
立
て

て
参
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
同
様
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

１
号
車
の
皆
さ
ん
と

２
号
車
の
皆
さ
ん
と

３
号
車
の
皆
さ
ん
と

両
家
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る
知
事

全
う
し
、
県
勢
発
展
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

全
国
知
事
会
議

　
７
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
、
全
国

知
事
会
議
が
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
、

「
孤
立
社
会
か
ら
共
生
社
会
へ
|
地

方
か
ら
日
本
を
変
え
る
|
」
を
テ
ー

マ
に
、
復
興
や
地
方
創
生
の
実
現
な

ど
議
論
を
行
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

後
被
災
地
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　
私
か
ら
は
防
災
に
関
連
し
、
那
須

雪
崩
事
故
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
自

然
災
害
や
大
規
模
な
事
故
に
つ
い
て
、

原
因
や
対
応
方
法
等
の
情
報
を
全
国

で
共
有
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い

て
提
案
し
た
。

　
国
の
進
め
る
森
林
環
境
税（
仮
称
）

は
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
資
す
る

た
め
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
く
べ
き
こ
と
を

求
め
た
。

　
ま
た
地
方
創
生
に
関
し
て
は
、
地

方
の
活
力
や
国
際
競
争
力
を
高
め
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、

高
校
生
や
大
学
生
の
留
学
支
援
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
さ
ら
に
、
社
会
保
障
常
任
委
員
長

と
し
て
、
福
祉
人
材
確
保
の
た
め
の

特
別
決
議
を
と
り
ま
と
め
た
。

　
余
談
に
な
る
が
、
全
国
知
事
会
議

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
栃
木
県
知
事
も

出
て
い
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
東
北
・
関
東
な
ど
ブ
ロ
ッ
ク
別

で
時
計
回
り
に
座
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
東
京
・
群
馬
・
栃
木
・
茨

城
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
の
順
に

な
る
が
、
茨
城
・
埼
玉
両
県
は
副
会

長
の
た
め
正
面
の
席
に
な
る
。
東
京

都
知
事
を
中
心
に
栃
木
も
画
面
に
登

場
す
る
確
率
が
高
く
な
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
２
月
26
日
、
恒
例
の
『
ゆ
り
の

会
新
年
会
』
が
、
ホ
テ
ル
東
日
本

宇
都
宮
を
会
場
に
３
０
０
名
の
晴

ゆ
り
の
会
新
年
会

陽
く
ん
と
紘
子
さ
ん
結
婚

晴
れ
や
か
な
装
い
の
皆
様
と

戦
場
ヶ
原 

小
田
代
ヶ
原

　
　
　ハ
イ
キ
ン
グ

爽
や
か
な
晴
天
の
も
と

れ
や
か
な
装
い
の
皆
様
を
お
迎
え

し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
公
務
の
た
め
福
田
知
事
不
在
で

開
会
し
た
が
、
来
賓
の
船
田
元
先

生
や
高
橋
克
法
先
生
、
佐
藤
栄
一

市
長
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

乾
杯
後
の
余
興
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
愛
好
会
の
皆
様
（
上
記
写
真
）

が
〝
ウ
ア
ノ
ホ
ア
ウ
ア
ク
パ
〞

〝
ヒ
イ
ラ
ベ
〞〝
白
い
ブ
ラ
ン
コ
〞

の
3
曲
を
ご
披
露
下
さ
り
、
華
や

か
な
ド
レ
ス
を
身
に
纏
っ
た
愛
好

会
の
皆
様
の
優
美
な
フ
ラ
ダ
ン
ス

に
、
会
場
全
体
が
柔
ら
か
で
優
し

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　
１
時
間
半
遅
れ
で
知
事
が
到
着

す
る
と
、
会
場
か
ら
一
斉
に
拍
手

が
起
き
、
ほ
っ
と
し
た
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。
そ
の
後
も
テ
ー
ブ
ル

ご
と
に
知
事
と
夫
人
を
囲
ん
で
の

第
77
回

国
民
体
育
大
会
内
定

写
真
撮
影
や
抽
選
会
な
ど
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
、
終
始
和
や
か
な

う
ち
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
福
田
知
事
の
二
男
で
後
援
会
事

務
所
勤
務
の
陽
（
あ
き
ら
）
は
、

日
光
の
戦
場
ヶ
原
・
小
田
代
ヶ
原

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
発
し
た
。

　
奥
日
光
湯
元
駐
車
場
で
バ
ス
を

降
り
、
湯
の
湖
か
ら
出
発
。
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
ほ
と
ん
ど
な
い
湖
畔

を
半
周
し
、
湯
滝
を
経
て
湯
川
沿

い
に
、
ゆ
る
や
か
な
下
り
と
平
坦

な
道
を
進
み
、
小
滝
を
通
り
、
泉

門
池
で
昼
食
。
そ
の
後
、
戦
場
ヶ

原
と
小
田
代
ヶ
原
の
二
つ
の
コ
ー

ス
に
別
れ
て
目
的
地
の
赤
沼
茶
屋

を
目
指
し
た
。

　
小
田
代
ヶ
原
の
コ
ー
ス
で
は
、

木
道
を
し
ば
ら
く
歩
く
と
視
界
が

開
け
、
眩
し
い
日
差
し
の
中
で
白

樺
の
〝
貴
婦
人
〞
が
堂
々
と
美
し

い
姿
を
現
し
、
感
動
を
呼
び
起
こ

し
な
が
ら
私
た
ち
の
目
を
存
分
に

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　
万
緑
豊
か
な
美
し
い
自
然
に
囲

ま
れ
て
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
あ
っ
た

が
、
集
合
時
間
に
30
分
以
上
も
遅

れ
て
し
ま
い
、
先
に
到
着
し
た
皆

様
を
お
待
た
せ
し
て
し
ま
っ
た
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

懲
り
ず
に
、
来
年
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

か
ね
て
よ
り
交
際
し
て
い
た
市
村

紘
子
さ
ん
と
４
月
29
日
、
紘
子
さ

ん
の
29
歳
の
誕
生
日
に
婚
姻
届
を

提
出
。
５
月
21
日
午
後
、
多
く
の

皆
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
宇
都

宮
市
内
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
ハ

レ
の
こ
の
日
の
知
事
は
普
段
と
は

違
い
、
一
人
の
父
親
と
し
て
、
少

し
緊
張
気
味
で
感
慨
深
い
様
子
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。

2017年 下半期の行事予定

ゆりの会新年会
　　　　　　　日時：2018年２月18日（日）
　　　　　　　　　：11時～14時
　　　　　　　場所：ホテル東日本
　　　　　　　会費：5,000円

知事と語る会
　　　　　　　日時：11月頃
　　　　　　　場所：未定
※日時・場所等、決まり次第お知らせ致します。

もちつき大会
　　　　　　　日時：12月３日（日）
　　　　　　　　　：11時～13時
　　　　　　　場所：今宮１丁目公園
　　　　　　　会費：大人300円
　　　　　　　　　：子供100円

（女性のみ）

文化講演会のお知らせ
講 師：杉山芙沙子 さん

演 題：『人の可能性を伸ばす
　　　　 10の黄金法則』
日 時：９月12日（火）
　　　 午後６時30分 開会
場 所：宇都宮グランドホテル
入場料：1,000円

（元プロテニスプレイヤー杉山愛さんのお母様）

※チケットご希望の方は事務所までご連絡下さい。


